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( 前月より2, 840人増)

用
途
地
域

地
区
改
定

に
関
す
る
審
議
会
設
置

安
全
で
快
適
な
都
市
づ
く
り
へ

都
で
は
、昭
和
四
十
八
年
十
二
月
ま
で
に
、地
域
地
区
の
改
正
を
す
ま
せ
る
た
め
に
、
「地
域
地
区
指
定
方
針
」に

基
づ
く
基
本
目
標
や
基
本
的
な
考
え
方
を
「新
地
域
地
区
制
の
指
定
基
準
案
」と
し
て
発
表
し
、本
年
三
月
、都
内
全

世
帯
に
こ
れ
を
配
布
し
ま
し
た
。地
域
地
区
の
改
正
は
住
民
の
生
活
に
直
接
大
き
な
影
響
を
及
ば
し
ま
す
。例
え
ば
、

日
照
障
害
な
ど
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
高
一
マ
ン
シ
ョ
ン
は
第
一
種
住
居
専
用
地
域
が
指
定
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
高

さ
一
〇
㍍
お
よ
び
北
側
斜
線
の
制
限
を
う
け
て
建
築
で
き
な
く
な
り
ま
す
。こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、区
で
は
、用
途
地

域
の
区
試
案
を
作
成
す
る
た
め
に
、区
民
お
よ
び
有
識
者
の
方
々
か
ら
多
く
の
ご
意
見
を
お
き
き
し
よ
う
と
、こ
の
ほ

ど
「用
途
地
域
・
地
区
改
定
に
関
す
る
審
議
会
」を
設
置
し
ま
し
た
。(
審
議
会
委
員
別
掲
の
と
お
り
)

ど

ん

な

町

に

し

た

ら

よ

い

か

自
分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
町
は
ど
ん

な
町
に
し
た
ら
よ
い
か
。こ
れ
は
人
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
や
考
え
方
が
あ
り
、な

か
な
か
む
ず
か
し
い
問
題
で
す
。区
と

し
て
も
試
案
を
作
成
す
る
う
え
で
、毒

議
会
の
意
見
を
尊
重
す
る
こ
と
は
い
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、世
論
調
査
等

を
活
用
し
て
各
地
域
の
方
々
の
意
向
を

多
く
集
め
て
調
査
す
る
と
と
も
に
、み

な
さ
ん
方
の
建
股
的
な
ご
意
見
を
お
き

き
し
て
い
ま
す
。

な

ぜ

改

定

が
必

要

か

都
市
化
に
進
む
に
つ
れ
て
、大
気
両

染
や
畷
音
・
悪
臭
な
ど
の
公
害
や
、大

地
震
、大
火
な
ど
災
害
時
の
恐
怖
は
つ
の

る
ば
か
り
で
す
。私
た
ち
の
環
境
は

日
ま
し
に
悪
く
な
る
一
方
で
、放
っ
て

は
お
け
ま
せ
ん
。私
た
ち
が
安
心
し
て

任
め
る
環
境
を
と
り
も
ど
す
た
め
に
は
そ

れ
こ
そ
、
思
い
き
っ
た
都
市
改
造
が

必
要
で
あ
る
こ
と
は
だ
れ
も
が
露
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

し
か
し
、
い
く
ら
不
安
や
不
満
が
あ

っ
て
も
「
法
」が
改
ま
ら
な
い
以
上
、
ど

う
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、

住
宅
地
や
商
業
地
・
工
業
地
を
ど
の
よ

う
に
分
け
た
ら
よ
い
か
、
ま
た
こ
れ
ら

の
地
城
の
建
物
の
大
き
さ
は
、
ど
の
く

ら
い
な
ら
ば
よ
い
か
、な
ど
に
つ
い
て
、

今
ま
で
指
定
さ
れ
て
い
る
地
域
地
区
を

み
な
さ
ん
と
と
も
に
あ
ら
た
め
て
考
え

直
し
、
「
人
間
優
先
の
都
市
づ
く
り
」

へ
の
足
が
か
り
に
し
た
い
か
ら
で
す
。

住
・
工
混
在
の
解
消
と災

害

の

防

止

用
途
地
域
と
は
、地
域
ご
と
に
土
地

の
利
用
目
的
に
よ
っ
て
定
め
ま
す
が
、

今
回
の
改
正
に
あ
た
っ
て
は
、住
宅
地
・

商
業
地
・
工
業
地
を
そ
れ
ぞ
れ
で
き
る

だ
け
純
化
し
、住
宅
街
の
中
に
工
場
が

で
き
た
り
し
な
い
よ
う
に
し
、
都
市
公

害
を
防
き
、生
活
環
境
を
保
護
、改
善
す

る
と
と
も
に
、
大
地
震
な
ど
の
災
害
に

も
強
い
都
市
づ
く
り
の
基
礎
に
な
る
よ

う
に
心
が
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

生

活

環

境

を
重

点

に

と
く
に
、こ
の
改
正
で
は
、生
活
讚

境
の
保
護
・
改
善
に
力
を
い
れ
て
お
り

ま
す
。し
た
が
っ
て
現
行
の
住
居
地
域

を
、新
た
に
第
一
種
お
よ
び
第
二
種
住

居
専
用
地
域
と
住
居
地
城
の
三
つ
に
分

け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
用
途
の
制
限
や
鷆
ペ

イ
率
・
高
さ
・
延
べ
面
積
の
制
限
を
定

め
ま
す
。
新
し
く
指
定
さ
れ
る
用
途
地

域
の
内
容
を
一
覧
表
に
し
ま
す
と
左
の

表
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

日

の

当

る

高

度

地

区

に

最
近
住
宅
地
内
に
高
い
建
物
が
建
つ

と
、
周
辺
の
住
宅
の
日
当
り
や
、
風
通

し
が
悪
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
、
い
わ

ゆ
る
日
照
権
問
題
が
あ
ち
こ
ち
で
起
き

て
い
ま
す
。
健
康
で
明
る
い
生
活
を
す

る
た
め
に
太
陽
は
か
か
せ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
今
回
都
で
は
、
東
京
の
冬

至
の
太
陽
の
高
さ
を
基
準
と
し
て
、
下

図
の
よ
う
な
高
度
地
区
三
種
類
を
新
し

く
決
め
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
の
特
性
に
応

じ
て
指
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま

す
。こ

の
よ
う
に
し
て
、用
途
地
域
の
・
改

正
に
は
、い
ろ
い
ろ
な
面
で
、日
常
の

生
活
や
営
業
に
関
係
し
て
き
ま
す
。み

な
さ
ん
の
建
設
的
な
ご
意
見
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

■
近
く
説
明
会
を
開
き
ま
す

目
下
、
用
途
地
域
・
地
区
改
定
に
つ

い
て
、
区
民
の
み
な
さ
ん
に
説
明
し
、

ご
意
見
を
き
く
会
を
、
六
月
下
旬
に
開

く
予
定
で
、
準
備
を
し
て
お
り
ま
す
。

日
時
・
場
所
な
ど
、く
わ
し
い
こ
と

は
、六
月
二
十
日
号
の
本
紙
で
、お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

お
問
合
わ
せ
は
、建
築
課
へ
ど
う

ぞ
。

■
東
京
都
足
立
区
地
域
地
区
改
正
に

関
す
る
審
議
会
委
員
(
敬
称
略
)

▽
区
議
会
議
員
(
八
名
)

近
藤
信
好
・
渡
辺
家
信
・
白
石
正
皿

・
鈴
木
金
治
郎
・
清
水
大
蔵
・
近
藤
砒

之
吉
・
浅
見
喜
一
郎
・
岡
安
孝
明

▽
学
識
経
験
者
(
八
名
)

石
原
舜
介
(
東
京
工
業
大
学
教
授
)
　

谷
口
汎
邦
(
同
助
教
授
)
　
青
木
房
寅

(
足
立
区
町
会
連
合
会
々
畏
)
　
小
林

新
市
郎
(
足
立
区
商
店
衒
連
合
会
々

長
)
　
佐
野
寛
(
足
立
区
土
地
区
画
整

理
連
合
協
議
会
々
長
)
　
鶴
飼
三
郎
(

足
立
区
員
集
協
同
組
合
長
)
　
市
川
大

治
(
足
立
区
工
業
会
連
合
会
々
長
)
　

田
中
義
三
(
東
京
都
建
築
士
事
務
所
洫

会
足
立
支
部
長
)

▽
関
係
行
政
機
関
の
職
員
(
二
名
)

橋
本
孔
作
(
千
住
消
防
署
畏
)
　
平

松
緑
朗
(
酉
新
井
消
防
署
畏
)

▽
区
に
動
務
す
る
職
貝
(
五
名
)

長
谷
川
久
勇
(
足
立
区
助
役
)
　
椎

名
彦
安
(
総
務
都
畏
)
　
津
根
道
雄

(
土
木
都
長
)
　
関
節
夫
(
建
築
部
畏
)
　
望

月
重
吾
(
企
画
室
長
)

用途地域内の建物用途制限( ○ は建ててもよいもの、× は建てられないもの)
各用途地域の中に建てられる建物の用途には下表のような制限があります。

冬至南中時における日影の比較

公
害
分
析
室
完
成

昭
和
四
十
四
年
に
公
害
課
が
発
足

し
て
以
来
、
公
客
調
査
が
年
々
増
加

し
て
い
ま
す
。
特
に
分
析
は
区
独
自

で
迅
速
に
処
理
し
、

直
ち
に
対
策
を
た
て

る
こ
と
が
望
ま
し
い

の
で
、
こ
の
ほ
ど
区

役
所
屋
上
に
、
公
害

分
析
室
を
設
置
、
分

析
を
開
始
し

ま
し

た
。

区
内
に
は
、綾
瀬

川
・
中
川
を
は
じ
め
、

い
く
つ
も
の
河
川
が

流
れ
込
ん
で

い
ま

す
。
そ
の
中
に
は
、

綾
瀬
川
の
よ
う
に
、

汚
濁
状
況
が
都
内
で
一
番
と
い
う
河

川
も
あ
り
ま
す
。

今
ま
で
、
水
質
検
査
は
、
都
や
大

学
に
委
託
し
て
い
た
た
め
、
デ
ー
タ

か
出
て
く
る
ま
で
、
相
当
な
日
数
を

要
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
、
水
を
採
取

し
て
き
た
ら
、
す
ぐ
に
分
析
し
、
も

し
汚
濁
状
況
が
ひ
ど
い
時
は
、
工
場

に
協
力
要
請
し
ま
す
。

こ
の
分
析
室
の
完
成
に
よ
っ
て
、

公
害
分
析
を
早
く
し
て
、
工
場
廃
液

な
ど
の
監
視
体
制
を
強
め
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
い
ま
新
聞
紙
上
を
に
き

わ
し
て
い
る
カ
ド
ミ
ウ
ム
・
水
銀
・

銅
あ
る
い
は
大
気
中
の
汚
染
物
質
な

ど
の
分
析
も
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
は
、
す
べ
て
の
公
害
分
析
と
ま

で
は
い
き
ま
せ
ん
か
、
区
民
の
み
な

さ
ん
の
健
康
維
持
を
図
る
た
め
に
、

身
近
な
公
害
か
ら
分
析
を
行
な
い
、

こ
れ
ら
の
公
書
防
除
を
は
か
り
、
快

潘
な
文
化
生
清
を
い
と
な
め
る
よ
う

男
力
し
て
い
き
ま
す
。

素早く分析　直ちに対策

図書館・区民福祉センターだより
□
東
部
区
民
福
祉
セ
ン
ター

東
綾
瀬
一
丁
目
五
-
一
七
　
　
六
〇
五
-
七
一
〇
一

■
趣
味
の
教
室
　
絵
画
教
室
《
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
》
六
月
十
日
(
土
)

午
後
一
時
三
十
分
　
音
楽
家
室
《
コ
ー
ラ
ス
》
六
月
十
一
日
(
日
)

午
前
十
時
　
版
画
教
室
《
暑
中
見
舞
葉
書
》
六
月
十
一
日
(
日
)
午

後
一
時
三
十
分
　
生
花
教
室
《
古
流
》
六
月
十
六
日
(
金
)
午
前
十

時
　
材
料
費
二
百
円
　
ハ
サ
ミ
・
雑
巾
持
参
　
手
芸
家
室
《
木
目
込

人
形
》
六
月
二
十
七
日
(
火
)
午
後
一
時
　
材
料
費
千
五
百
円
　
目

打
・
の
り
布
巾
・
ハ
サ
ミ
持
参
　
文
学
教
室
《
日
本
古
典
文
学
の
系

諮
(
芭
薫
-
二
)
》
六
月
十
六
日
(
金
)
午
後
一
時
三
十
分
　
折
紙

教
室
《
七
夕
》
六
月
十
八
日
(
日
)
午
後
一
時
三
十
分
　
紙
の
手
芸
教
室

《
傘
と
長
靴
》
六
月
二
十
日
(
火
)
午
後
一
時
三
十
分
　
材
料
費
四

百
円
　
料
理
教
室
《
ス
タ
ミ
ナ
料
理
》
六
月
二
十
二
日
(
木
)
午
後

一
時
　
茶
道
教
室
(
茶
席
の
お
作
成
》
六
月
二
十
三
日
(
金
)
午
前

十
時
　
七
宝
焼
教
室
《
カ
フ
ス
ボ
タ
ン
・
ブ
ロ
ー
チ
ほ
か
》
六
月
二

十
三
日
(
金
)
午
後
一
時
　
材
料
費
五
百
円

□
中
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

関
原
二
丁
目
一
〇
土

〇

甞
(
八
九
丿
一
四
八
四

■
老
人
将
棋
大
会
　
六
月
十
六
日
(
金
)
午
前
十
時
　
六
十
歳
以
上

で
区
内
に
在
住
の
方
　
申
込
み
は
十
日
ま
で
　
定
員
(
三
十
名
)
に

な
り
次
第
締
切
り
、参
加
無
料

■
こ
ど
も
映
画
会
　
六
月
十
一
日
(
日
)
…
ミ
ダ
ス
王
も
の
が
た
り

・
牛
飼
い
っ
子
　
六
月
十
八
日
(
日
)
…
海
そ
う
・
竜
の
子
太
郎
　

い
ず
れ
も
午
後
一
時
三
十
分
と
午
後
三
時
の
二
回
上
映

■
チ
ビ
ッ
コ
の
ど
自
慢
大
会
　
六
月
二
十
五
日
(
日
)
午
後
一
時
三

十
分
　
歌
・
踊
・
奇
術
・
剣
舞
等
　
こ
ど
も
な
ら
だ
れ
で
も
参
加
で

き
ま
す
。
申
込
み
は
二
十
二
日
ま
で
に
セ
ン
タ
ト
事
務
室
へ

□
西
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

鹿
浜
二
丁
目
二
四
-
二
　
　
八
九
七
-
五
〇
一
六

■
小
・
中
学
生
卓
球
大
会
　
六
月
十
八
日
(
日
)
小
学
生
(
三
年
生

以
上
)
-
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
　
中
学
生
-
午
後
一
時
三
十
分
か

ら
　
申
込
み
は
十
四
日
ま
で
、
セ
ン
タ
ー
事
務
室
へ

■
こ
ど
も
映
画
会
　
六
月
十
一
日
(
日
)
…
父
と
母
と
そ
の
子
供
た

ち
・
や
ぶ
ら
れ
た
え
ほ
ん
・
く
つ
や
と
こ
び
と
　
六
月
十
八
日
(
日
)

…
が
ん
ば
れ
げ
ん
た
・
ペ
ン
ギ
ン
の
き
ろ
く
・
ゆ
か
い
な
太
陽
　

い
ず
れ
も
午
後
二
時
か
ら

□
千
住
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

千
住
元
町
二
四
-
一
　
　
八
八
二
-
二
七
六
五

■
こ
ど
も
映
画
会
　
六
月
十
一
日
(
日
)
…
つ
る
の
す
ご
も
り
・
と

ん
ち
坊
や
と
王
様
ほ
か
　
六
月
十
八
日
(
日
)
…
み
ん
な
の
カ
ー
リ

・
三
つ
の
魔
法
　
い
ず
れ
も
午
後
一
時
三
十
分
か
ら

■
お
と
し
よ
り
の
た
め
の
映
面
会
　
六
月
十
四
日
(
水
)
午
後
一
時

三
十
分
　
家
族
の
こ
こ
ろ
・
北
海
道
へ
の
招
待

〈各
セ
ン
タ
ー
と
も
月
一
日
は
休
館
日
で
す
〉

□
中
央
図
一
館
(
梅
田
七
丁
目
一
三
上
　
　
八
四
〇
-
四
六
四
六
)

▽
郷
土
賢
料
展
《
旧
花
畑
村
賢
料
晨
》
六
月
六
日
～
八
月
三
十
一
日

□
千
住
図
一
館
(
干
住
竜
田
町
七
-
二
　
　
八
八
一
-
一
九
九
四
)

▽
映
画
会
　
六
月
十
一
日
・
十
八
日
・
二
十
五
日
-
午
前
十
時
か
ら

□
宮
城
図
書
館
(
宮
城
一
丁
目
二
七
-
八
　
　
九
一
三
-
〇
四
六
〇
)

▽
映
画
会
　
六
月
二
十
四
日
1
午
後
二
時
か
ら
　
第
十
二
出
集
会
室

□
新
田
図
書
館
(
新
田
三
丁
目
一
四
上
　
　
九
一
二
-
一
七
六
七
)

▽
映
画
会
　
六
月
二
十
四
日
-
午
後
二
時
か
ら

■ 区役所の電話882- 1111　 第二庁舎886- 3165　 足立福祉事務所888- 3141　 中部福祉事務所889- 1481　 東部福祉事務所605- 7101　 西部福祉事務所897- 5011
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家

庭

定時の届け出をお忘れなく

児童手当・児童扶養手当等

毎
年
、児
重

手
当
・
児
童
扶
養

手
当
・
特
別

児
童
扶
養
手
当

の
定
時
の
届
け

を
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま

す
。こ
の
届
け

を
忘
れ
る
と
、

手
当
の
支
給
が

受
け
ら
れ
ま
せ

ん
の
で
、
必
ず

届
け
出
て
く
だ

さ
い
。

■
児
童
手
当

毎
年
六
月
一

日
観
在
の
状
況

を
届
け
出
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
(
現
況
届
)
。

届
け
出
用
紙
は
郵
便
で
送
り
ま
す
か

ら
六
月
三
十
日
ま
で
に
必
ず
届
け
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
児
童
扶
養
手
当
・

特
別
児
童
扶
養
手
当

こ
れ
ら
の
手
当
の
支
給
を
受
け
て

い
る
方
は
毎
年
六
月
中
に
定
時
届
け

を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
六

月
三
十
日
ま
で
に
届
け
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
持
参
す
る
も
の
-
証
書
・
印
か
ん

(
た
だ
し
、昭
和
四
十
七
年
一
月
一

日
現
在
、足
立
区
外
に
住
ん
で
い
た

方
は
、
前
住
所
地
の
区
市
町
村
が
発

行
す
る
所
得
証
明
が
必
要
で
す
)

届
け
出
・
問
い
合
わ
せ
は
、区
役
所

児
童
係
へ

※
児
重
手
当
六
月
期
の
支
払
い
は
、

三
・
四
・
五
月
の
三
か
月
分
を
六

月
十
二
日
に
、指
定
の
金
融
機
関

に
振
り
込
み
ま
す
。

お

米

の

販

売

方

法

が

変

り

ま

す

最
近
の
お
米
に
対
す
る
消
賢
者
の

傾
向
は
、量
か
ら
質
に
移
っ
て
来
た

と
い
わ
れ
ま
す
。こ
う
し
た
こ
と
か

ら
消
費
者
の
好
み
に
応
じ
た
配
給
を

行
な
う
た
め
、四
月
一
日
か
ら
、政

府
管
理
米
に
つ
い
て
も
物
価
統
制
令

の
適
用
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
し
た

が
っ
て
お
米
の
配
給
は
、
自
由
価
格

制
と
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め

◎
消
賢
者
米
価
の
安
定
と

消
費
者
を
保
護
す
る
意
味

か
ら
次
の
措
置
が
と

ら
れ
て
い
ま
す
。

○
お
米
の
販
売
店
が
ふ
え

ま
す
。

〇
密
封
さ
れ
た
袋
詰
で
売

ら
れ
る
お
米
は
鍵
に
必
ず
「品
目
」
「量

目
」
「精
米
工
場
名
」ま
た

は
「販
売
店
の
住
所
・
氏
名
・
電
話

」
の
表
示
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

〇
お
米
を
買
う
時
の
目
安
に
標
準
価

格
米
(
内
地
米
)
の
制
度
が
設
け

ら
れ
、店
頭
に
必
ず
置
い
て
あ
り

ま
す
。
価
格
は
十
キ
ロ
ー
、
五
二

〇
円
以
下
で
す
。

〇
販
売
店
に
は
必
ず
「
販
売
業
者
登
録

票
」
と
「
標
準
価
格
米
の
値
段
」

が
表
示
さ
れ
て
い
ま
す

。

※
お
米
は
必
ず
正
規
の
登
録
店
舗
で
買

い
ま
し
ょ
う
。

○
お
間
い
合
わ
せ
は
足
立
区
役
所
商

工
係
へ

足
立
の
史
話

日
光
街
道
を
た
ず
ね
て
( 5)

―
―
千
住
大
橋
そ
の
五
―
―

勝
山
準
四
郎

そ
の
名
の
と
お
り
大
檎
の
入
口
が
橋
戸
町
で
あ

る
。
古
図
に
よ
る
と
構
の
た
も
と
の
両
側
は
方
三

十
閠
の
空
地
で
御
用
地
と
記
さ
れ
て
い
る
。
今
も

そ
の
名
残
り
か
片
側
だ
け
小
公
圃
に

な
っ
て
い

る
。
大
柵
の
架
橋
は
古
い
が
堤
外
地
だ
け
に
、
水

一

を
避
け
て
か
町
並
は
な
か
な
か
出
来
な
か
っ
た

よ
う
で
あ
る
。
(
注

荒
川
堤
は
現
区
役
所
前
通

り
の
熊
谷
堤
、
後
に
掃
都
堤
が
築
か

れ
た
。
)

万
冶
元
年
(
一
六
五
八
)
掃
部
宿

の
一
都
と
し
て
河
原
町
と
と
も
に
千

住
宿
の
一
都
に
加
え
ら
れ
た
。
そ
れ

か
ら
七
十
余
年
後
の
享
保
十
九
年
の

千
住
宿
明
細
図
を
見
て
も
西
側
に
五

軒
、
東
側
に
五
軒
、
そ
の
高
通
り
に

六
軒
(
地
僧
)
を
敵
え
る
に
過
ぎ
な

い
。
し
か
し
時
を
経
て
旅
客
の
交
通

も
繁
く
な
り
、
こ
と
に
橋
戸
河
岸
が

千
住
宿
を
は
じ
め
在
万
へ
の
物
賢
の
集
散
地
に
な

る
に
つ
れ
、開
発
は
急
速
に
進
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。

幕
末
に
近
い
安
政
元
年
二
月
(
一
八
五
四
)
の

千
住
宿
一
上
帳
に
よ
る
と
「
橋
戸
町
村
高
五
拾
石

七
斗
三
升
二
合
内
河
原
町
高
拾
四
石
余
百
姓
参

搶
五
人
地
借
弐
搶
八
人
店
僧
四
人
」
と
な
っ
て
い

る
。
す
で
に
掃
部
宿
の
一
都
で
な
く
独
立
自
治
体

と
な
っ
て
い
て
、
前
の
記
録
に
比
ベ
て
、
数
倍
に

ふ
く
れ
上
っ
て
い
る
。
た
だ
百
姓
(
納
税
者
)
に

対
し
て
地
借
、
店
借
(
共
に
無
税
)
の
多
い
の
は
、

村
方
の
姿
で
は
な
く
町
方
の
様
子
を
示
す
も
の
で
興
味

が
あ
る
。
こ
れ
は
前
々
か
ら
述
ベ
て
い
る
橋

戸
河
岸
の
関
係
で
、
船
頭
衆
や
荷
物
還
搬
の
車
力

な
ど
の
住
居
が
あ
っ
た
か
ら
か
も
知
れ
な
い
。

大
橋
の
上
手
わ
ず
か
の
と
こ
ろ
に
当
町
の
鎮
守

稲
荷
神
社
が
あ
る
。

幸
い
戦
災
に
も
あ
わ
ず
、
昔
な
が
ら
の
構
え
と

社
殿
を
残
し
て
い
る
。
天
保
七
年
刊
(
一
八
三
六
)

の
「
江
戸
名
所
図
会
」千
住
大
橋
の
図
版
に
も
「
い

な
り
」
と
し
て
う
っ
そ
う
た
る
森
の
影
に
つ
つ
ま

れ
た
杤
肓
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
本
殿
の
一

の

内
側
に
、
有
名
な
鰻
(
こ
て
)
芸
の
名
工
と
言
わ

れ
た
伊
豆
の
長
八
(
入
江
氏
明
冶
二
十
二
年
没
七

十
五
歳
)
の
し
っ
く
い
彫
が
あ
る
。
雌
雄
の
狐
を

み
ご
と
に
浮
き
彫
り
し
て
い
る
名
品
で
あ
る
。
た

だ
、
扉
の
内
側
だ
け
に
保
管
は
万
全
で
あ
る
が
、
大

方
の
目
に
ふ
れ
ら
れ
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。
余
談

な
が
ら
、
も
し
興
味
の
あ
る
方
か
あ
っ
た
ら
北

千
住
駅
前
通
り
の
あ
る
鳥
肉
店
の
店
頭
に
、
こ
れ

も
同
人
の
傑
作
と
言
わ
れ
る
美
人
画
の
額
彫
が
掲

け
ら
れ
て
い
る
の
で
さ
が
し
て
ご
覧
願
い
た
い
。

こ
の
稲
荷
神
社
の
裏
手
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
に

あ
る
エ
場
が
、
日
本
製
靴
K
K
で
あ
る
か
、
同
社

が
本
区
に
お
け
る
近
代
工
業
第
一
号
で
あ
る
。
明

冶
三
十
五
年
一
月
の
創
設
と
あ
る
か
ら
七
十
年
菅
・

の
こ
と
で
、
明
冶
の
巨
豪
大
倉
喜
八
郎
が
有
志
を

莠
っ
て
設
立
し
た
も
の
。
お
そ
ら
く
船
連
の
便
を

考
え
て
こ
の
地
を
一

眼
し
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
当
時
民
間
で
皮
靴
を
は

く
人
が
そ
れ
程
い
な
か
っ
た
の
に
、

大
量
生
産
の
エ
場
を
つ
く
っ
た
の

は
、
や
は
り
二
年
後
の
日
露
戦
争
の

需
要
を
見
越
し
て
の
意
図
で
あ
っ
た

の
か
も
知
れ
な
い
。
今
で
は
都
内
で

も
屈
指
の
製
靴
業
の
多
い
本
区
の
、

そ
の
は
し
り
の
町
に
、こ
れ
は
ま
た
、

觜
な
が
ら
の
わ
ら
じ
を
作
り
売
っ
て

い
る
店
か
現
に
あ
る
の
も
面
白
い
。

町
の
東
側
の
大
半
を
占
め
て
い
る
の
が
、
中
央
卸

鳬
市
場
足
立
市
場
で
あ
る
。
河
原
町
の
ヤ
ッ
チ
ャ

場
と
今
の
尾
竹
橋
の
上
手
河
岸
に
あ
っ
た
千
住
北

魚
市
場
の
機
能
を
吸
集
統
合
し
て
開
場
し
た
の

は
、
昭
和
十
六
年
の
秋
で
あ
っ
た
。
か
つ
て
足
立

の
生
活
贔
を
一
手
に
陸
揚
げ
し
た
構
戸
河
岸
は
、

今
ま
た
、
足
立
の
台
所
を
す
ベ
て
引
受
け
て
賄
っ

て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
考
え
る
と
不
思
議
な
歴
史

の
組
合
わ
せ
で
あ
る
。

(
こ
の
項
の
お

わ
り
、
次
は
河
原

町
の
巻
)

コテで描いたシ ックイのレリーフ

<
道
路
台
帳
を
作
成
中
>

立
入
り
調
査
・
測
量
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

す
で
に
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、
区

で
は
、
昭
和
四
十
五
年
度
を
当
初
と
」

だ
道
略
台
帳
作
成
第
一
次
実
施
計
画
(

三
か
年
)
に
基
づ
い
て
。
現
況
測
量
泰

央
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
第
一
次
計
画
で
は
、
区
画
整
理

央
施
中
な
ど
の
地
域
を
除
く
区
内
約
四

〇
平
方
㌔
㍍
の
地
域
(
区
全
域
の
七
五

%
=
下
図
参
照
)
の
道
路
現
況
平
面
図

(
縮
尺
五
百
分
の
一
)
を
つ
く
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
対
象
地
域

の
六
五
%
、
二
六
平
方
㌔
㍍
の
測
量
を

ほ
ぼ
終
え
、
残
り
一
四
平
方
㌔
㍍
も
四

十
七
年
度
中
に
計
画
ど
お
り
完
了
す
る
見

込
み
で
す
。

つ
づ
く
四
十
八
年
度
か
ら
は
、
新
た

に
第
二
次
実
施
計
画
を
立
て
、
地
下
埋

設
吻
や
道
路
区
域
の
飼
査
を
行
な
う
予

定
で
す
。

こ
の
道
路
現
況
平
面
測
量
は
、
私
道

を
含
め
た
幅
一
・
五
㍍
以
上
の
全
道
路

と
水
路
お
よ
び
そ
れ
に
接
す
る
民
有
地

内
各
五
㍍
の
範
囲
を
測
量
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
下
図
の
と
お

り
、
区
の
北
部
に
向
か
っ
て
測
量
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
の
測
量
は
、
土
木
行
政
上
、
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
「
道
路
台
帳
」
を
作

る
た
め
の
も
の
で
、
と
き
に
は
測
量
技

師
が
私
道
や
門
内
に
は
い
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
迷
惑
で
も
よ
ろ
し
く

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

な
お
、
測
量
技
師
は
、
区
が
発
行
し

た
「
身
分
証
明
書
」
を
持
っ
て
い
ま
す
。

万
一
、
ご
不
審
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら

「
身
分
証
明
書
」
の
提
示
を
求
め
て
確

か
め
て
い
た
だ
く
か
、
区
役
所
道
路
台
帳

係
へ
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

道路台帳測量実施区域図

戦
傷
病
者
・
戦
没
者

遺
族
の
方
へ

昨
年
十
月
に
「
戦
傷
病
者
・
戦
没
者

遺
族
援
護
法
」
の
一
都
が
改
正
さ
れ
、
援
護

対
象
が
広
が
り
ま
し
た
。

■
遺
族
援
霞
関
係
　
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方
は
、
遺
族
年
金
な
ど
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

(
1
)
日
華
事
変
中
、
本
邦
な
ど
で
動
務
に

開
連
し
て
、
傷
病
に
か
か
り
死
亡
し
た

軍
人
、
ま
た
は
準
軍
人
の
遺
族

(
2
)
昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
以
後
、
太

邦
な
ど
で
動
務
に
関
連
し
て
、
傷
病
に

か
か
り
死
亡
し
た
軍
人
(
文
官
)
、
軍
属

、
準
軍
属
の
遺
族

(
3
)
戦
没
者
の
死
亡
当
時
か
ら
、
引
き
続

き
不
具
廃
疾
の
状
態
に
あ
る
峨
没
者
の

夫
(
生
活
賢
料
取
得
の
有
無
問
わ
す
)

(
4
)
軍
人
軍
属
、
、
ま
た
は
軍
人
軍
属
で
あ

っ
た
者
が
、
昭
和
二
十
年
九
月
二
日
以

後
、
引
き
続
き
海
外
に
あ
っ
て
軍
人
軍

属
と
し
て
特
別
の
事
情
に
関
連
し
、
死

亡
し
た
場
合
の
遺
族

(
5
)
軍
人
恩
給
復
活
の
際
に
、
六
十
歳
未
満

だ
っ
た
軍
人
の
父
母
な
ど
で
、
そ
の

後
恩
給
法
の
扶
養
加
給
の
対
象
と
な
ら

な
か
っ
た
方

な
お
、
昭
和
十
二
年
七
月
七
日
以
後
、

入
営
途
上
、
ま
た
は
帰
郷
途
上
死
亡
し

た
軍
人
、
準
軍
人
の
遺
族
に
は
、
特
別
支

出
金
(
十
万
円
)
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
障
害
年
金
闘
係

(
1
)
旧
軍
人
、
軍
属
、
準
軍
属
が
昭
和
十

六
年
十
二
月
八
日
以
後
、
戦
地
に
指
定

さ
れ
な
か
っ
た
場
所
(
本
邦
・
樺
太
・

千
鳥
列
島
・
朝
鮮
・
満
州
・
台
湾
)
で
、

負
傷
ま
た
は
疾
病
に
か
か
り
、
現
在
の

症
状
が
一
定
以
上
に
達
し
て
い
る
場
合

は
、
特
例
障
害
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

(
2
)
旧
軍
人
、
軍
属
が
戦
地
、
事
変
地
で

在
職
期
間
中
に
公
務
傷
病
に
準
ず
る
傷

屑
に
か
か
っ
た
場
合
で
、
そ
の
傷
病
が

故
意
ま
た
は
重
過
失
で
な
い
と
き
な
ど

(
み
な
し
公
務
傷
病
)
に
支
給
さ
れ
る
障

害
年
金
の
支
給
対
象
範
囲
が
、
三
歎
症

か
ら
五
歎
症
に
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

■
特
別
給
付
金
関
係
　
遺
族
援
護
法
の

一
都
改
正
に
よ
っ
て
、
遺
族
年
金
・
遺

族
給
与
金
が
支
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
戦
没
者
の
妻
や
父
母
に
対
し
て
、
特

別
給
付
金
か
支
給
さ
れ
ま
す
(
た
だ
し
、

父
母
に
限
り
子
や
孫
か
な
く
、
あ
っ
て

も
氏
を
異
に
し
て
い
る
場
合
の
み
)
。

ま
た
、
戦
傷
病
者
の
妻
に
対
し
て
、

第
五
款
症
(
旧
第
四
款
症
)
の
場
合
は

特
別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

該
当
す
る
方
、
不
明
な
点
の
問
い
合
わ

せ
は
、
区
役
所
二
階
援
護
係
へ
。
た

だ
し
、
障
害
年
金
関
係
は
、
都
民
生
局
援
護

踝
へ
。
　
二
一
二
-
五
一
一
一
内
線

二
五
二
二

窓
口
に補

聴
器
を
設
置

区
で
は
耳
の
不
自
由
な
方
に
窓
口
で

ご
不
便
を
か
け
な
い
よ
う
に
、
補
聴
器

を
置
き
ま
し
た
。

こ
の
補
聴
器
は
区
の
サ
ー
ビ
ス
行
政

の
一
つ
と
し
て
、
十
六
台
購
入
し
、
比

較
的
来
客
の
多
い
次
の
窓
口
に
I
い
て

あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

課
税
課
・
区
民
部
管
理
課
・
区
民
課
・

国
保
課
・
年
金
課
・
福
祉
課
・
各
福
祉

事
務
所
の
窓
口
。

掲
示
板

■
十
六
ミ
リ
映
写
機

講

習

会

区
教
育
委
員
会
で
は
、
第
二
回
十

六
ミ
リ
映
写
機
の
操
作
技
術
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。
修
了
の
方
に
は
、

前
向
と
同
様
に
、
区
・
都
の
フ
ィ
ル

ム
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
利
用
が
で
き
ま

す
。期

間
-
六
月
二
十
日
、二
十
二
日

二
十
七
日
～
三
十
日
ま
で
　
午
後
六

時
～
八
時
三
十
分
　
場
所
-
区
青
年

館
(
東
武
線
大
師
前
駅
下
車
)

定
員
-
五
十
名
(
申
込
み
順
)
　
受
講

資
格
-
区
内
在
住
・
在
勤
の
方

申
込
み
先
-
区
教
育
委
員
会
文
化
係

(
受
付
け
は
六
月
八
日
か
ら
定
員
に

な
り
次
第
締
切
り
)

■
献
血
に
愛
の
手
を

献
血
さ
れ
た
方
に
は
、
献
血
手
帳

が
渡
さ
れ
、
血
枝
が
必
要
な
と
き
に

は
、
こ
の
手
帳
に
よ
り
優
先
的
に
血

液
の
供
給
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

六
月
の
移
動
探
血
車
巡
回
日
程

▽
六
月
八
日
(
木
)
…
第
十
九
出

張
所
　
▽
六
月
十
三
日
(
火
)
…
区

役
所
本
庁
舎
　
▽
六
月
二
十
日
(
火
)
…

第
十
二
出
張
所
　
▽
六
月
二
十

三
日
(
金
)
…
新
田
小
学
校
　
▽
六

月
二
十
七
日
(
火
)
…
栗
島
小
学
校
　

▽
六
日
三
十
日
(
金
)
…
北
千
住

駅
西
口

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
十
時
～
午

後
三
時
で
す
。

■

ア

ル

バ

イ

ト

募

集

薬
剤
の
散
布
作
業
(
男
子
)

区
で
は
、薬
剤
散
布
作
業
の
男
子

ア
ル
バ
イ
ト
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

年
齢
は
十
八
歳
以
上
で
、
九
月
三
十

日
ま
で
、
賃
金
は
一
日
千
八
百
円

。

申
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
、
区
役

所
保
健
衛
生
係
へ

■
区
立
プ
ー
ル
の
学

生

ア

ル

バ

イ

ト

募

集

期
間
-
七
月
一
日
(
土
)
～
八
月

三
十
一
日
(
木
)
　
従
事
場
所
-
中

郷
公
園
プ
ー
ル
・
千
住
旭
町
公
園
プ

ー
ル
・
大
谷
田
南
公
園
プ
ー
ル
・
千

住
公
園
プ
ー
ル
　
定
員
-
先
着
順
で

四
十
名
(
た
だ
し
、
各
プ
ー
ル
と
も

大
学
生
二
名
・
高
校
生
八
名
)

申
込
み
は
、区
役
所
公
園
管
理
係

へ
(
履
歴
書
が
必
要
)
。

■

老

人

医

療

証

の

交

付

申

請

を

前
号
の
「区
の
お
知
ら
せ
」に
掲

職
し
ま
し
た
と
お
り
、七
月
一
日
か

ら
老
人
医
療
証
の
適
用
範
囲
が
広
が

り
ま
す
。新
た
に
該
当
す
る
方
に
は
、

老
人
医
療
証
交
付
申
請
書
(
往
復
ハ

ガ
キ
)
を
お
送
り
し
ま
し
た
が
、ま

だ
申
請
書
を
出
し
て
い
な
い
方
は
、

至
急
、
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

■
足
立
区
新
作優

良

家

具

展

足
立
区
は
優
秀
な
家
具
を
生
産
す

る
こ
と
で
有
名
で
す
。
こ
の
た
び
区

と
足
立
衣
具
組
合
連
合
会
の
共
催
で

「
新
作
優
良
家
具
員
」を
開
き
ま
す
。

会
場
で
は
、
即
売
も
行
な
い
ま
す
の

で
お
気
軽
に
ご
采
場
く
だ
さ
い
。

日
時
　
六
月
十
五
日
(
木
)
～
十
六

日
(
金
)
午
前
九
時
～
午
後
五
時

会
場
　
都
立
産
業
会
館
台
東
館
(
台

東
区
花
川
戸
ニ
ー
六
一
五
)

八
四
四
-
六
一
五
一

交
通
機
関
　
東
武
線
浅
草
駅
下
車
徒

歩
五
分
(
観
音
様
わ
き
)

■
都
営
住
宅

空

家

募

集

都
で
は
、
都
営
住
宅
の
空
家
募
集

を
次
の
と
お
り
行
な
い
ま
す
。

な
お
、空
家
募
集
は
、年
一
回
で

す
の
で
、
こ
の
機
会
を
の
が
さ
ず
に

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

期
間
-
六
月
十
二
日
(
月
)
～
十

七
日
(
土
)
　
申
込
用
紙
-
区
役
所

一
階
区
民
都
管
理
係
・
第
二
庁
舎
・

各
出
張
所
　
申
込
資
格
-
都
内
に
三

年
以
上
居
住

の
方
　
間
い
合
わ
せ

は
、
区
民
都
管
理
係
へ

■

都

身

体

障

害

者

体

育

大

会

日
時
-
六
月
六
日
(
火
)
午
前
九

時
か
ら
　
場
所
-
駒
沢
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
公
園
総
合
運
動
場
　
内
容
-
陸
上

競
技
・
卓
球
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

な
お
、当
日
は
会
場
ま
で
バ
ス
で

行
き
ま
す
か
ら
、参
加
す
る
方
は
午

前
七
時
ま
で
に
千
住
四
丁
目
(
元
都
電

終
点
前
)
へ
遅
れ
な
い
よ
う
に
お

集
り
く
だ
さ
い
。

昭
和
4
7年
度
住
民
税
の
減
税

基
礎
控
除
額
は
1
5万
円
に

さ
き
ご
ろ
、
減
税
施
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
「
地
方
税

法
」
の
一
都
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
な
か
で
、
み

な
さ
ん
に
特
に
関
係
の
深
い
「
特
別
区
民
税
・
都
民
税
」

昭
和
四
十
七
年
度
分
の
控
除
額
等
は
次
の
と
お

り
で

す
。

▽
基
礎
控
除
額
…
十
五
万
円

▽
配
偶
者
控
除
額
…

十
四

万

円

▽
扶
養
控
除
額
…
(
1
)

配
偶
者
が
い

る
場
合
=
扶
養

親

族

一
人

に

つ

い
て
十
一
万
円
　
(
2
)
配
偶
者
が
い
な
い
場
合
=
扶
養

親
族
の
一
人
目
十
二
万
円
、
二
人
目
以
降
は
一
人
に

つ
い
て
十
一
万
円

▽
か
婦
・
障
害
者
・
老
年
者
・
助
労
学
生
等
の
控
除
額
…

十
万
円

▽
特
別
障
書
者
控
除
額
…
十
二
万
円

▽
配
偶
者
控
除
お
よ
び
扶
養
控
除
の
適
用
要
件
で
あ
る

所
得
限
度
額
…
(
1
)
給
与
所
得
等
の
場
合
は
十
五
万
円
　
(
2
)
資

産
所
得
等
の
場
合
は
十
万
円

▽
心
身
障
害
者
扶
養
共
済
制
度
の
掛
金
は
、そ
の
全
額

を
所
得
か
ら
控
除
す
る

▽
障
害
者
・
未
成
年
者
・
老
年
者
・
か
婦
に
つ
い
て
の

非
課
税
限
度
額
…

三
十
八
万
円

▽
白
色
事
業
専
従

者
控
除
額
…
十

六

万

五
千

円

な

お

、先

に
「
特

別
徴
収
義
務
者
」あ
て
に
お
送
り
し
た
特
別
徴
収
の
税

額
通
知
書
お
よ
び
近
日
中
に
お
送
り
す
る
普
通
徴
収
の

納
税
通
知
書
(
六
月
十
日
発
送
予
定
)
に
記
載
さ
れ
て

い
る
税
額
は
、改
正
さ
れ
た
税
法
に
も
と
づ
い
て
計
算

し
て
あ
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
区
役
所
課
税
課
へ
ど
う
ぞ
。

■ 災 害に 時 な し 、 場所 な し、 予 告 な し　 ■ タ バ コは 区 内 で買 い ま し ょ う


